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桜川市長 大
お お つ か

塚 秀
ひ で き

喜

令和8年度施政方針
　令和８年３月３日～１６日の会期で開催された、
第１回桜川市議会定例会で、令和８年度の市政運営
に向けて、大塚市長が施政方針を述べました。
　本月号で、その概要をお知らせします。　
　なお、令和８年度予算の概要については、来月号
に掲載します。

子どもから高齢者まで健康で共生のまちづくり
子育て支援の充実と
少子化対策の推進 健康づくりの推進

結婚相談やセミナー、出会いイベント
の開催などにより結婚を希望する男女
を支援するとともに、新婚世帯へ結婚
お祝い金を給付します。あわせて、出産・
就学・中学入学の節目に「子育て 3 ス
テップ応援金」を支給します。

妊娠期から子育て期までの切れ目ない
支援として伴走型相談や全出生児を対
象とした保健師などによる家庭訪問、
オンライン相談を実施し、全ての妊産
婦などの孤立感・不安感の解消に努め
ます。また、国の交付金を活用した経
済的支援も行います。

地域医療体制の充実 地域福祉の推進

安心できる地域医療体制の確保のため
「さくらがわ地域医療センター」の安定
的な運営を進めるとともに、引き続き
休日診療対応、各種健診、予防接種な
どを行います。また、医療機関の適切
な受診、かかりつけ医の推奨などを周
知します。

市民の地域福祉に関する意識を高め、
地域で支え合うネットワークの形成や 
社会福祉協議会などの関係団体と連携
体制を確保し、協働の仕組みづくりを
進めます。

障がい者福祉の充実 高齢者福祉の推進

障がいのある方およびその家族が住み
慣れた地域で、安心した生活を送るこ
とができるよう、相談支援体制の充実
を図り、自立と社会参加への支援を推
進するため、各種福祉サービスにより
支援の充実を図ります。

「地域包括支援センター」を中心に、相
談体制の充実、生活支援体制の整備を
図るとともに、医療・介護などが連携
する仕組みの構築に努めます。また、
増加傾向にある認知症の早期診断・早
期治療、状態に応じた医療、介護サー
ビスの構築を図ります。

社会保障制度の健全運営

医療費の抑制と保険料の収納向上によ
り、保険財政基盤の安定化を図ります。
介護保険制度においては、要介護認定者
や介護保険サービス利用者のさらなる
増加が見込まれるため、健全な介護保険
財政に努めます。

生きがいを育む学びのまちづくり

学校教育の充実 生涯学習・芸術文化活動
の推進 青少年の健全育成

「確かな学力」「豊かな心」「健や
かな体」を育み、安心して学べる
教育環境を整備します。「GIGA ス
クール構想整備事業」では、タブ
レットを活用し ICT 教育を推進し、
ヤマザクラの育成体験や ALT によ
る英語教育を通して郷土理解と国
際理解を深めます。また、小中学
校の適正配置は基本計画に基づき
進めていきます。

生涯学習センター「さくらす」を
拠点に、指定管理者のノウハウを
活かし、図書館機能や生涯学習活
動の充実を図ります。また、電子
図書館サービスの利用などを通し
て、市民が生涯学習に自発的に参
加できるよう、学習できる機会の
提供に努め、市民が活用しやすい
施設を目指します。

豊かな体験・交流・学習活動を通
して子どもたちの生きる力を育ん
でまいります。また、地域が一体
となって青少年が健全にのびのび
と、生活できる環境づくりに取り
組みます。

生涯スポーツ活動の振興 文化財の保存活用

各種大会やスポーツ教室を通じ
て、子どもたちから高齢者まで、
幅広くスポーツを気軽に取り組め
る環境を整備します。

国指定天然記念物「桜川のサクラ」
の保全管理を行うとともに、指定
文化財の維持管理や修理指導を実
施します。あわせて、真壁の町並
みや真壁城跡の歴史景観の保存と
活用を引き続き推進します。

安全安心な暮らしのまちづくり

消防・防災対策の充実 防犯・消費生活対策
の推進 交通安全対策の推進

災害時に迅速かつ的確に対応でき
る体制の強化を図るとともに、自
主防災組織の育成や防災訓練を通
じて防災意識の向上に努めます。
また、消防団員の減少や高齢化を
踏まえ、地域の実情に応じた消防
体制の見直しを行います。

犯罪のない安全なまちを目指し、
防犯意識の向上と防犯灯・防犯カ
メラの整備を進めます。あわせて、
消費生活センターの相談体制を充
実させ、消費者トラブル防止のた
めの啓発を行います。

交通安全施設の整備や道路の危険
箇所の解消に努めるとともに、警
察署など関係機関と連携・協力し
て、市民の交通ルールや交通マ
ナーの向上に努めます。

活力ある産業のまちづくり

農林業の振興 商工業の振興 観光の振興

農業基盤の整備や地産地消・ブラ
ンド化を進めて農家の所得向上を
図るとともに、新規就農者の確保
や農地集積による効率化を推進し
ます。あわせて、優良農地の保全
や耕作放棄地対策、有害鳥獣の捕
獲・被害防止、里山や森林資源の
維持に取り組みます。

販路拡大や商品開発、商工会と連
携した経営支援により事業者の活
性化を図るほか、住宅リフォーム
助成による市内消費の促進を継続
します。さらに、石材業の販路拡
大や企業誘致を進め、雇用の創出
につなげます。

「桜川のサクラ」や「真壁の町並
み」「雨引観音」などの歴史・文
化資源とともに、地域資源である
ヤマザクラや筑波山地域ジオパー
ク、つくば霞ヶ浦りんりんロード
など、市の魅力の PR に努めます。
特に、市内に自生する 55 万本のヤ
マザクラを活用し、日本一のヤマ
ザクラの里として全国に発信しま
す。
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【世帯】 13,602 世帯（ー 2）
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第21回桜川市さくらマラソン大会

　表紙は、３月８日に桜川市総
合運動公園で行われた第 21 回
桜川市さくらマラソン大会を撮
影したものです。
　当日は各地から 1,566 名のラ
ンナーが参加し、市内の自然豊
かなコースを駆け抜けました。
（８ページに関連記事を掲載し
ています。）

親子で駆け上がる

✿ 桜川市の人口と世帯
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快適な暮らしのまちづくり

計画的な土地利用の推進 景観の良い住環境の保全 道路網の整備

桜川筑西インターチェンジ周辺地
区における新たな都市拠点の形成
を推進し、社会情勢の変化に即し
た適正かつ合理的な都市計画制度
の見直しを行います。

住宅取得者に最大２００万円を助
成する定住促進事業により人口増
加を図るとともに、桜川市空家等
対策計画に基づき、空家対策と利
活用を進め、安全で活力ある地域
づくりを推進します。

一級市道の整備を国・県の補助を
活用し計画的に進めます。その他
の市道や排水整備、道路・橋梁の
補修についても、緊急性を踏まえ
対応します。

公共交通の充実 下水道の整備 上水道の整備

基幹路線である「ヤマザクラＧＯ」
の利便性向上を図るとともに、タ
クシー運賃助成を拡充し、高齢者
など交通弱者の移動手段を確保し
ます。

水洗化の普及と広域化を進め、引
き続き接続率の向上についても促
進します。

水道の老朽化対策や水質管理を進
め、安全で安定した供給体制を確
保するとともに、広域での経営統
合を推進します。

廃棄物の抑制と
適切な処理 生活環境の保全

市民の皆様や事業所などの環境保
全に対する理解と協力のもと、適
正な廃棄物処理、資源ごみの再利
用、リサイクルによる循環型社会
の構築を進めます。

桜川市地球温暖化対策実行計画に
基づき、地球温暖化をはじめとす
る環境問題に積極的に取り組むと
ともに、環境保全のための意識啓
発に努めます。

みんなで築く自治のまちづくり

市民協働のまちづくり 人権尊重のまちづくり 時代に合った自治体運営

公式ＬＩＮＥの機能拡充などＳＮ
Ｓを活用した効果的な情報発信に
努めるとともに、 市民の意見を市
政に反映しながら協働のまちづく
りを推進します。あわせて、NPO
やボランティア団体への支援、 友
好交流都市との交流を通じた国際
理解の促進にも取り組みます。

人権について理解を深めるため、
人権相談を実施するとともに、継
続的に啓発・キャンペーン事業を
推進し、人権意識の高揚を図りま
す。また、広報活動や講演会の開
催を通して、男女共同参画の意識
向上に努めます。

第２次総合計画に基づく着実な事
業推進とともに、第３次総合計画
の策定を進め、行政評価を活用し
た効率的な運営を図ります。新庁
舎整備やＤＸの推進により、市民
サービスの向上と手続きの簡素化
を進めます。

組織経営と
人事マネジメントの充実 健全な財政運営の推進

多様化する社会環境に対応できる
組織機能を目指すため、研修を通
して職員の能力開発や人材の育成
を図るとともに、効率的な行政運
営に向けて、行政サービスの向上
を図ります。

市の魅力ある特産品などを発掘
し、皆様に選んでいただける返礼
品を取り揃えて「ふるさと納税」
につなげます。また、市の地方創
生に向けた取り組みを発信するこ
とで、それらの財源となる「企業
版ふるさと納税」による 法人から
の支援もお願いしていきます。
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　市では、市民の皆さまの人生をトータルで応援する「さくらがわ人生応援プロジェクト」の事業を
令和５年度から実施しています。令和８年度も、新たに事業を追加して、人口減少対策をさらに拡充
していきます。

＼市民の皆さまの人生をトータルで応援します！／＼市民の皆さまの人生をトータルで応援します！／

令和8年度さくらがわ人生応援プロジェクト追加事業
●若者支援（若い世代の転出抑制と移住促進を目指します）

事業名 内　容 担当部署・連絡先

通勤支援事業
市内に在住する 40歳以下で、片道50キロ以上を自家用車・
鉄道・自動二輪のいずれかを利用して通勤する方に対して、
通勤代の一部を補助します。（月額3,000円、上限36,000円）

企画課
☎ �58-5111・�
75-3111　代表

地方就職学生
支援事業

東京圏の学生で、大学卒業後に県内企業へ就職するため桜
川市へ移住する方を対象に、就職活動に要した交通費（上
限 4,260 円）と、引っ越し費用（66,000 円程度）を支給
します。

商工観光課
☎ �0296-55-1159
� 直通

●子育て支援（安心して子育てしやすい環境を目指します）
事業名 内　容 担当部署・連絡先

学校給食費
無償化事業

小中学生の子どもを持つ子育て世帯の経済的負担軽減のた
め、市内の小中学生の学校給食費を無償化します。（令和８
年度分の中学生の給食費は、物価高騰対応重点支援地方交
付金を活用して実施）

桜川市�
学校給食センター
☎0296-58-8310
� 直通

●高齢者支援（高齢者が生涯健康で活躍する社会を目指します）
事業名 内　容 担当部署・連絡先

高齢者
補聴器購入費
助成事業

市内に在住する 65 歳以上で、身体障害者手帳（聴覚障害）
の交付を受けていない方を対象に、補聴器購入費の一部を
助成します。（最大30,000 円）

高齢福祉課
☎ �0296-73-4511
� 直通

※各種事業には、上記以外にも要件があります。
　また、その他にも多数の事業を実施しています。詳しくは市ホームページをご覧ください。

©桜川市

さくらがわ人生応援プロジェクト
� ■問合先／企画課（☎ 58－5111・75－3111 代表）
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市
統
計
調
査
員
３
名
が
、
統
計

調
査
員
と
し
て
の
長
年
の
功
績
が

認
め
ら
れ
、
統
計
功
労
者
表
彰
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
24
日
に
は
、
市
役

所
大
和
庁
舎
で
大
塚
市
長
か
ら
表

彰
状
を
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

●
農
林
水
産
大
臣
表
彰

　

渡わ
た
な
べ邊

登の
ぼ
るさ

ん

●
県
統
計
協
会
総
裁
表
彰

　

渡わ
た
な
べ邉
和か

ず
し司
さ
ん

　

白は
く
た田
直な

お
き
ち吉
さ
ん

大塚市長から表彰状を手渡された統計調査員の皆
さん

挨拶をする主催者の皆さん

農産物について話す川津代表理事組合長

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

�

夢
み
る
給
食
上
映
会
を
開
催

市
統
計
調
査
員
３
名
が

　
統
計
功
労
者
表
彰
を

�

受
賞

令
和
７
年
度
茨
城
県

�

統
計
功
労
者
表
彰 

受
賞
者

　

２
月
23
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー「
さ
く
ら
す
」に
お
い
て「
夢

み
る
給
食
」
の
上
映
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
成
長
期
の
子
ど

も
の
健
康
を
守
る
た
め
、
有
機
食

材
（
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
）
を
用
い
た

給
食
の
導
入
に
奮
闘
す
る
全
国
の

自
治
体
や
農
家
、
栄
養
士
た
ち
を

取
材
し
た
内
容
と
な
っ
て
お
り
、

有
機
農
業
や
有
機
給
食
の
理
解
促

進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
上
映
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
多
く
の
保
護
者
・
児

童
が
参
加
し
、
ス
ク
リ
ー
ン
で
語

ら
れ
る
人
々
の
食
育
に
対
す
る
想

い
や
、
笑
顔
で
給
食
を
食
べ
る
子

ど
も
た
ち
の
姿
に
見
入
っ
て
い
ま

し
た
。
参
加
し
た
保
護
者
か
ら
は

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
の
ミ
ネ
ラ

ル
含
有
量
の
多
さ
に
驚
い
た
」「
私

た
ち
市
民
も
出
来
る
こ
と
を
し
て

い
き
た
い
」「
上
映
会
に
参
加
し

て
良
か
っ
た
。
多
く
の
方
が
試
行

錯
誤
す
る
姿
に
感
動
し
た
」
と

い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

上
映
会
の
最
後
に
は
、
Ｊ
Ａ
北

つ
く
ば
の
川か

わ
つ津
修お

さ
む

代
表
理
事
組

合
長
が「
今
回
の
上
映
化
を
機
に
、

関
係
機
関
と
協
力
し
な
が
ら
、
有

機
野
菜
を
含
め
た
新
鮮
な
農
産
物

を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

「
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」

「
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」

��

除
幕
式
を

除
幕
式
を
開
催
開
催

寄贈への感謝を述べる大塚市長

除幕され披露されたモニュメント

�
■
問
合
先
／
商
工
観
光
課
（
☎
０
２
９
６-

55-

１
１
５
９
直
通
）

　

３
月
17
日
に
大
和
駅
北
公
園
内

で
、
日
本
石
材
産
業
協
会
（
森も

り
た田

浩こ
う
す
け介
会
長
）
よ
り
市
に
寄
贈
さ
れ

た
「
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
の

設
置
を
記
念
し
て
除
幕
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
平
和
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
」
は
、

２
０
２
５
年
に
開
催
さ
れ
た
大

阪
・
関
西
万
博
の
ブ
ル
ガ
リ
ア
パ

ビ
リ
オ
ン
前
庭
に
展
示
さ
れ
た
石

像
で
、
同
協
会
の
全
面
的
な
サ

ポ
ー
ト
の
も
と
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
共

和
国
の
石
彫
作
家
イ
ヴ
ァ
ン
・
ス

ト
ヤ
ノ
フ
氏
に
よ
っ
て
、
ヘ
リ

テ
ー
ジ
ス
ト
ー
ン
（
天
然
石
材
遺

産
）
で
あ
る
筑
波
山
塊
の
花
崗
岩

を
使
用
し
、
制
作
さ
れ
た
も
の

で
す
。
作
品
名
は
「Prayer For 

Peace

（
平
和
へ
の
祈
り
）」
で
、

手
を
合
わ
せ
平
和
を
祈
る
姿
の
モ

ニ
ュ
メ
ン
ト
と
な
っ
て
お
り
、
台

座
に
は
「
世
界
が
永
遠
に
平
和
で

あ
り
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

本
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
平
和
を

祈
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
恒
久
的
に
残

す
と
同
時
に
ブ
ル
ガ
リ
ア
共
和
国

と
の
交
流
や
市
石
材
業
振
興
の
象

徴
と
な
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
お
近
く
に
お
越
し
の
際
に

は
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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市
内
す
べ
て
の
小
学
校
お
よ
び

義
務
教
育
学
校
の
３
年
生
を
対
象

に
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
種
ま
き
授
業

を
行
い
ま
し
た
。

　

櫻
川
保
勝
会
の
協
力
の
も
と
、

市
の
地
域
資
源
で
あ
る
「
ヤ
マ
ザ

ク
ラ
」
に
触
れ
合
い
な
が
ら
、
自

身
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
へ
の

「
郷
土
愛
」
を
育
む
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
芽
し
た
苗
木
は
、
一
定
期
間

市
が
管
理
し
た
の
ち
、
市
内
の
里

山
な
ど
に
移
植
す
る
予
定
で
す
。

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定
県
大
会
に�

�

岩
瀬
東
中
学
校
が
出
場

種まきを実施する児童たち2月7日

県
民
健
康
づ
く
り
表
彰
式
が
開
催�

�

健
康
づ
く
り
推
進
事
業
功
労
者
表
彰
を
受
賞

ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む�

�

市
ス
キ
ー
教
室

市
内
の
小
・
義
務
教
育
学
校
前
期
課
程
で�

�
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
種
ま
き
授
業
を
開
催

2月15日

2月4日~3月6日

2月12日

　

会
津
高
原
だ
い
く
ら
ス
キ
ー
場

（
福
島
県
）
で
、
桜
川
市
ス
キ
ー

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス

ポ
ー
ツ
に
接
す
る
機
会
の
少
な
い

小
学
生
を
対
象
に
、
冬
季
に
お
け

る
運
動
不
足
の
解
消
や
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
の
促
進
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
39
名
が
参
加
し
、
市
ス

キ
ー
協
会
（
金か

ね
こ子
元も

と
の
り則
会
長
）
の

方
々
の
指
導
に
よ
り
、
ス
キ
ー
の

技
術
習
得
に
励
み
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
県
民
健
康
づ
く
り

表
彰
式
が
茨
城
県
庁
（
水
戸
市
）

で
行
わ
れ
、
健
康
推
進
員
の
大お

お
つ
か塚

好よ
し
こ子

さ
ん
、
下
小
幡
健
康
づ
く
り

の
会
（
柴し

ば
た田
久ひ

さ
こ子
代
表
）
が
表
彰

さ
れ
、
茨
城
県
知
事
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

健
康
体
操
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な

ど
の
事
業
を
定
期
開
催
し
、
地
域

に
お
け
る
健
康
づ
く
り
活
動
へ
の

長
年
に
わ
た
る
貢
献
が
高
く
評
価

さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し

た
。

楽しみながらスキーを学ぶ参加者 表彰式に出席した柴田さん

　

郷
土
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
「
第
13
回
い
ば

ら
き
っ
子
郷
土
検
定
県
大
会
」
が
、

ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
（
水

戸
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
県
内
市
町
村
代
表

校
45
校
が
参
加
し
、
県
内
各
地
に
関

す
る
郷
土
検
定
問
題
に
挑
み
、
日
頃

の
学
習
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。
桜

川
市
代
表
と
し
て
出
場
し
た
岩
瀬
東

中
学
校
の
生
徒
達
は
熱
い
応
援
を
力

に
変
え
、
準
決
勝
ま
で
進
出
し
ま
し

た
。

市の代表として出場した岩瀬東中学校の生徒



スタッフ・入居利用者様募集中スタッフ・入居利用者様募集中

私たちと一緒に働きませんか？私たちと一緒に働きませんか？
☎0296-75-2509☎0296-71-6888 社会福祉法人上の原学園

〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田159-1　担当：杉山・宮田〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　　担当：益子

社会福祉法人
特別養護老人ホーム上の原
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第第2121回回桜川市さくらマラソン大会桜川市さくらマラソン大会
　３月 8日、市制施行 20 周年記念第 21 回桜川
市さくらマラソン大会が桜川市総合運動公園をス
タート・ゴールとする１．５㎞・２㎞・３㎞・５㎞・
１０㎞のコースで開催されました。
　当日は１，５６６人のランナーが参加し、年齢や
性別に応じた２６種目のレースが行われました。各
種目の上位入賞者は、次の方々です（敬称略）。

～～1,5661,566人人ののランナーランナーがが力走力走～～

市 制 施 行
20周年記念

1位 2位 3位

1.5
㎞

親子男子
１年生

若林 克弥・快冬
05:48（上三川町）

大橋 卓哉・歩季
06:01（小山市）

亀崎 弘樹・羽琥
06:34（常総市）

親子男子
２年生

大谷 純・伊純
05:31（壬生町）

平沼 茂・幸翔
06:06（鉾田市）

豊田 和輝・ 那月
06:09（桜川市）

親子男子
３年生

宮田 大輔・陸玖
05:40（筑西市）

鈴木 恵・魁城
05:41（桜川市）

永嶋 飛翔・一翔
05:45（宇都宮市）

親子女子
１年生

黒須 信行・未桜
06:40（上尾市）

堀江 公輝・梨花
06:43（筑西市）

成田 明子・帆花
07:23（下妻市）

親子女子
２年生

高橋 健太郎・瑶
05:55（宇都宮市）

五十嵐 航・蘭
05:56（印西市）

鱒渕 雄馬・文乃
06:08（宇都宮市）

親子女子
３年生

後藤 達朗・芽衣
05:46（下野市）

鈴木 一彰・花
05:50（守谷市）

沓掛 健一・美桜
06:03（東海村）

2
㎞

男子
４年生

高橋 景
06:38（宇都宮市）

平沼 晴翔
07:35（鉾田市）

海東 怜央
07:37（小美玉市）

男子
５年生

山野 佑馬
07:15（益子町）

田口 涼太
07:21（筑西市）

小針 進次郎
07:46（ひたちなか市）

男子
６年生

齊藤 遥太
06:57（宇都宮市）

大崎 航太
07:07（笠間市）

加藤 哩桜斗
07:11（真岡市）

女子
４年生

益子 京
08:03（益子町）

永盛 美玲
08:06（筑西市）

吉田 幹菜
08:15（水戸市）

女子
５年生

松本 結愛
07:29（真岡市）

高橋 来望
07:41（小山市）

川村 美彩希
07:49（真岡市）

女子
６年生

成井 楓羽
07:03（真岡市）

須釜 碧
07:10（壬生町）

赤津 結衣
07:14（水戸市）

3
㎞

中学生
男子

岡 良暁
09:22（我孫子市）

菊地 日向
09:24（さくら市）

三宅 平朗
09:33（我孫子市）

中学生
女子

平沼 夏葵
10:52（鉾田市）

片岡 南菜
11:01（市貝町）

川村 愛梨
11:05（真岡市）

1位 2位 3位

5
㎞

男子
高校生

大森 智喜
15:19（水戸市）

大串 文哉
16:27（つくば市）

堤 彪翔
17:38（桜川市）

一般男子
39歳以下

伊藤 遼佑
15:46（筑西市）

根岸 岳
16:00（上三川町）

樋山 達也
16:38（宇都宮市）

一般男子
40～49歳

馬場 大輔
15:51（結城市）

沼田 裕和
16:02（古河市）

安達 功
16:52（つくば市）

一般男子
50歳以上

手塚 崇
17:27（日光市）

大沼 健太郎
17:52（宇都宮市）

二ノ宮 尚士
18:07（日光市）

一般女子
39歳以下

皆川 麻美
17:48（渋谷区）

成田 千果
23:01（下妻市）

北村 萌衣
23:42（鉾田市）

一般女子
40歳以上

黒崎 実由喜
19:58（宇都宮市）

北條 奈緒美
26:04（下妻市）

磯崎 孝江
26:19（ひたちなか市）

10
㎞

一般男子
39歳以下

丸山 堪大
30:02（神栖市）

萩谷 大輝
30:55（茨城町）

椛本 主税
31:21（宇都宮市）

一般男子
40～49歳

宇佐見 祐哉
34:23（いわき市）

常世田 勉
36:13（宇都宮市）

立柄 勝
36:37（つくば市）

一般男子
50～59歳

金子 正美
38:59（宇都宮市）

永井 和人
39:14（鹿沼市）

内田 康之
39:29（神栖市）

一般男子
60歳以上

杉浦 彰彦
41:19（刈谷市）

松原 操
41:45（小山市）

田上 勝弥
42:32（桜川市）

一般女子
39歳以下

福元 可愛
42:28（筑西市）

植田 葵
46:21（つくば市）

小林 英里香
46:28（境町）

一般女子
40歳以上

後田 泰子
38:38（市川市）

石井 昌美
43:15（真岡市）

稲田 真理子
43:40（筑西市）



桜川市真壁町山尾783

認定こども園真壁保育園
子育て支援センター
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「桜川に出会った人マップ」と高校生

当日活動に参加したみなさん

植樹をする参加者のみなさん

訪れた方にインタビューする高校生

vol.48

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
課
〈
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
グ
ル
ー
プ
〉

（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-
３
１
１
１　

内
線
１
３
２
１
・１
３
２
２
）

「
桜
川
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
森
」
で

�

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
植
樹
会
を
開
催

高
校
生
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
桜
川
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

�

自
主
企
画
を
開
催

　

２
月
14
日
、
筑
波
山
の
中
腹
に

位
置
す
る
「
桜
川
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の

森
」
で
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
植

樹
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
場
所
は
、
市
や
地
元
・
羽

鳥
地
区
、
キ
ッ
コ
ー
マ
ン
株
式
会

社
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
桜
川
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
の
森
整
備
活
用
推
進
協

議
会
」が
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
社
所
有
の
工
場
（
千
葉

県
野
田
市
）
で
使
用
す
る
深
層
地

下
水
の
水
源
地
と
い
う
重
要
な
役

割
も
担
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
植

樹
会
は
、
こ
の
水
源
地
の
森
林
保

　

３
月
１
日
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ

り 

（
旧
真
壁
郵
便
局
南
側
広
場
）

で
、「
桜
川
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
の
高
校
生
自
主
企
画
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

本
事
業
は
、
市
内
の
高
校
生
が

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
通
し
て
見
つ
け
た
桜
川

市
の
魅
力
や
課
題
を
、
自
ら
の
言

葉
で
発
信
す
る
実
践
の
場
と
し
て

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
多
く
の
観
光
客
で
に
ぎ

わ
う
中
、
高
校
生
た
ち
が
主
体
と

な
っ
て
企
画
し
た
参
加
型
企
画

「
チ
ェ
キ
で
つ
な
が
る
、
桜
川
に

出
会
っ
た
人
マ
ッ
プ
」
を
実
施
。

訪
れ
た
方
を
チ
ェ
キ
で
撮
影
し
、

全
を
目
的
と
し
た
同
社
か
ら
の
寄

附
を
活
用
し
、
整
備
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
の
羽
鳥
地
区
の

子
ど
も
た
ち
６
名
を
含
む
23
名
が

参
加
。
市
内
の
小
学
校
で
育
て
ら

れ
た
苗
木
５
本
を
植
樹
し
た
ほ
か

「
未
来
へ
の
種
ま
き
」
と
し
て
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
種
を
プ
ラ
ン
タ
ー

に
ま
く
作
業
も
体
験
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
、
筑

波
山
の
自
然
と
触
れ
合
い
な
が

ら
、
森
林
が
も
つ
役
割
の
重
要
性

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

簡
単
な
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
と
と
も
に

桜
川
市
の
大
き
な
地
図
へ
掲
示
し

ま
し
た
。

　
「
ど
こ
か
ら
来
ま
し
た
か
」「
桜

川
市
の
印
象
は
」
と
い
っ
た
問
い

か
け
を
通
し
て
、
世
代
や
地
域
を

越
え
た
交
流
が
生
ま
れ
、
完
成
し

た
地
図
に
は
、
市
を
訪
れ
た
多
く

の
「
人
の
記
録
」
が
刻
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
で

作
成
し
た
も
の
を
展
示
し
、
高
校

生
自
身
が
、
来
場
者
に
積
極
的
に

声
を
か
け
な
が
ら
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
高
校
生
か
ら
は
「
自

分
た
ち
の
言
葉
で
桜
川
の
魅
力
を

伝
え
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
感
想

が
聞
か
れ
ま
し
た
。



稲川優子税理士事務所
桜川市西飯岡475-2

安心と笑顔を未来へつなぐ

☏0296ｰ73ｰ6363
E-mail ina-tax.ceo@tkcnf.or.jp

糖尿病専門医・内分泌代謝科専門医

県西糖尿病内分泌内科クリニック
院長 槌田 武史

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前 8:30 -12:30 〇 〇 〇 〇 〇 14：00まで

午後 14:30 -18:30 ／ 〇 〇 ／ 〇 日・祝休診

筑西市成田678番地（筑西警察署斜め向かい） 電話：0296-48-9609

予約制のためお電話でのご予約をお願い致します

1011 さくらがわ　2026.4.1 さくらがわ　2026.4.1

■問合先／健康推進課　☎0296‐75‐3159（直通） �５
住民健診（完全予約制）
　大和ふれあいセンター「シトラス」での令和8年度
住民健診が、6月3日（水）から始まります。下記の
いずれかの方法でご予約ください。
■インターネット予約／５月20日（水）20時～
■コールセンター予約／☎0570‐077‐150
5月21日（木）、22日（金）9時～ 17時

インター
ネット予約
はコチラ▼

令和8年度乳幼児健診
　乳幼児健診の日程は、市ホーム
ページをご確認くだ
さい。

骨粗しょう症検診
　令和8年度骨粗しょう症検診が始まります。対象者の方には、お知らせ（ハガキ）をお送りします。
■実施機関／さくらがわ地域医療センター
■対象者／令和8年度に40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、70歳になる方
■実施期間／ 6月1日（月）～ 12月26日（土）

●●休日当番医　�診療時間／9時～12時、13時～16時　　受付時間／9時～11時 30分、13時～15時 30分
診療日 医療機関名 住所 連絡先

5月 3日（日）

さくらがわ地域医療センター 高森1000 ☎ 0296‐54‐5100
5月 4日（月）
5月 5日（火）
5月 6日（水）
5月 10日（日） 阿部田医院 真壁町亀熊123‐1 ☎ 0296‐55‐0305
5月 17日（日） 鏑木クリニック 加茂部4‐1 ☎ 0296‐76‐3131
5月 24日（日） 吉原医院 明日香2‐31 ☎ 0296‐75‐1177
5月 31日（日） けんせいクリニック 岩瀬207‐1 ☎ 0296‐71‐8111

●●各種相談（要予約）
こころの健康相談（精神科医による個別相談・1人30分程度）
日時 5月21日（木）　①14時～　②14時45分～ 会場 岩瀬福祉センター

子育て相談（精神保健福祉士による個別相談・1人１時間程度）
日時 5月19日（火）　①13時～　②14時～ 会場 岩瀬福祉センター

総合健康相談

日時 ５月12日（火）、26日（火）　10時～11時30分 会場 乳幼児相談・・・こども家庭センターさくらっこ
上記以外・・・岩瀬庁舎

▼
潜
伏
期
間

　

２
～
８
日
間
程
度

▼
症
状

　

発
熱
や
の
ど
の
痛
み
、
鼻
汁
、

咳
な
ど
の
一
般
的
な
か
ぜ
症
状
が

数
日
続
き
ま
す
。

　

多
く
の
人
が
軽
症
で
済
み
ま
す

が
、
一
方
で
呼
吸
困
難
や
気
管
支

炎
、
肺
炎
な
ど
症
状
が
進
む
方
も

い
ま
す
。

せき

発熱

鼻水

　
「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
は

呼
吸
器
の
感
染
症
で
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
２
歳
ま
で
に
罹か

か

る
と
言
わ

れ
、
小
さ
い
お
子
さ
ん
に
多
い
感

染
症
で
す
。

　

多
く
の
場
合
は
、
発
熱
や
咳
、

鼻
水
な
ど
の
か
ぜ
の
よ
う
な
症
状

で
経
過
し
ま
す
が
、
生
後
６
か
月

未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
や
高
齢
者
で
は

重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
り
、
注
意

が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
か
ぜ
の
よ
う
な
呼
吸
器

の
感
染
症
と
い
う
と
冬
の
イ
メ
ー

ジ
で
す
が
、
近
年
で
は
春
か
ら
初

夏
に
か
け
て
増
加
し
、
夏
に
ピ
ー

ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
時
期
に
注
意
が
必
要
な
感
染
症

で
す
。

▼
感
染
経
路

〇
飛
沫
感
染

　

咳
や
く
し
ゃ
み
に
よ
っ
て
飛
散

し
た
ウ
イ
ル
ス
を
吸
い
込
む

〇
接
触
感
染

　

ウ
イ
ル
ス
が
付
着
し
た
場
所
や

物
に
触
れ
た
後
に
口
・
鼻
・
目
な

ど
の
粘
膜
に
触
れ
る

▼
治
療
方
法

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
の
あ
る

薬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
に
は

か
ぜ
の
治
療
と
同
じ
よ
う
に
、
症

状
に
合
わ
せ
た
治
療
を
行
う
対
症

療
法
を
行
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
水
分
補
給
や
十
分

な
休
養
が
重
要
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
場
合
、
症
状
が

あ
っ
て
も
、
機
嫌
が
よ
く
、
食
事

や
水
分
が
摂
れ
て
い
れ
ば
、
慌
て

ず
に
様
子
を
み
て
、
か
か
り
つ
け

医
や
「
＃
８
０
０
０
」
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　
　

▼
予
防
方
法

〇
流
水
と
石
鹸
で
の
手
洗
い

〇
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒

〇�

子
ど
も
が
日
常
的
に
触
れ
る
お

も
ち
ゃ
の
消
毒

〇
人
混
み
で
の
マ
ス
ク
の
着
用

〇
妊
娠
中
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

▼
感
染
に
注
意
す
べ
き
人

・�

早
産
児

・�

24
か
月
未
満
で
心
臓
や
肺
に
基

礎
疾
患
の
あ
る
児

・�

神
経
・
筋
疾
患
、
免
疫
不
全
な

ど
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
児

・
生
後
６
か
月
未
満
の
乳
児

・�

慢
性
肺
疾
患
や
心
不
全
、
糖
尿

病
な
ど
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
高

齢
者

▼
ま
と
め

　

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
多
く

の
子
ど
も
が
経
験
す
る
感
染
症
で

す
。
お
孫
さ
ん
か
ら
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
う
つ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。
家
族
み
ん
な

で
基
本
の
感
染
対
策
を
心
が
け
、

感
染
症
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

RSウイルス
ワクチン接種
について

RSウイルス
感染症に注意
しましょう

　
実
は
春
に
要
注
意
　

Ｒ
Ｓ
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

ウ
イ
ル
ス
感
染
症



桜川市役所代表電話番号　☎ 0296-58-5111・75-3111

2027卒の方は、
マイナビ2027から▼

中途採用ご希望の方は、お電話
またはホームページより▼

スミハツの技術が
未来の交通インフラと
産業機械を支えています

未
来
に
誇
れ
る
仕
事
を

 

一
緒
に
し
ま
せ
ん
か
？

ペット火葬は  北つくば農協葬祭のペットセレモニー

ご家族が安心してお見送りできるようお手伝いさせていただきます
まずはお電話ください。丁寧に分かりやすくご説明いたします。

ペットがなくなった!
どうしたらいいの?

その他の地域の方はご相談ください。

ご家族が安心して
お見送りできるよう

心から
信頼いただき

まごころ込めた
おもてなし

1213 さくらがわ　2026.4.1 さくらがわ　2026.4.1

水
道
で
市
水
道
以
外
を
使
用
し
て

い
る
場
合
）
は
、
住
民
票
の
人
数

に
よ
り
料
金
算
定
を
し
て
い
ま

す
。
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
住
民

票
の
人
数
と
実
際
に
生
活
し
て
い

る
人
数
が
異
な
る
場
合
、
減
免
申

請
を
す
る
こ
と
で
使
用
料
の
一
部

を
減
額
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

■
そ
の
他

・�

以
前
か
ら
減
免
を
受
け
て
い
る

方
で
、
今
後
も
継
続
し
て
減
免

を
受
け
る
場
合
は
、
減
免
申
請

の
再
提
出
は
不
要
で
す
。

・�

減
免
の
理
由
が
な
く
な
っ
た
際

に
は
、
速
や
か
に
桜
川
市
水
道

お
客
様
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
水
道
お
客
様

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６‐55‐

３
１
１
２
直
通
）

募

集

占
い
de
ち
ょ
い
カ
フ
ェ
交
流

会
参
加
者

　

手
相
占
い
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み

な
が
ら
、
わ
い
わ
い
交
流
し
ま
せ

ん
か
。

■
日
時
／
４
月
17
日
（
金
）
18
時

30
分
～
20
時

■
会
場
／
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
す
」

■
対
象
／
お
お
む
ね
25
歳
～
45
歳

で
独
身
の
方

■
定
員
／
男
女
各
15
名
（
超
え
た

場
合
は
抽
選
）

■
参
加
費
／
１，
０
０
０
円

■
申
込
方
法
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
申
し
込
み

■
そ
の
他
／
詳
し
く
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

健
康
福
祉

児
童
手
当
・
児
童
扶
養
手
当

の
申
請

　

各
種
手
当
は
、
申
請
に
よ
り
支

給
さ
れ
ま
す
。
申
請
漏
れ
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

■
支
給
対
象
／
高
校
生
年
代
ま
で

（
18
歳
の
誕
生
日
後
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方

※�

児
童
が
、
児
童
福
祉
施
設
な
ど

に
入
所
し
て
い
る
場
合
や
、
里

親
な
ど
に
委
託
し
て
い
る
場
合

4
月
は
若
年
層
の
性
暴
力
被

害
予
防
月
間
で
す

　

４
月
は
入
学
・
就
職
な
ど
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
が
大
き
く
変
わ
る
季

節
で
す
。
こ
の
時
期
は
、
若
年
層

が
性
暴
力
被
害
に
遭
う
リ
ス
ク
が

高
ま
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
で
性
暴
力
を
許
さ
な
い
社
会
を

一
緒
に
築
い
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

も
し
、
自
分
が
同
意
し
て
い
な
い

性
的
な
行
為
を
さ
れ
た
ら
、
ひ
と

り
で
抱
え
込
ま
ず
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

■
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
相
談

①�

性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た

め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン

タ
ー
（
＃
8
８
９
１
）

②�

性
犯
罪
被
害
相
談
電
話（
警
察
）

（
＃
８
１
０
３
）

③�Cure　

tim
e�

�

（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

お
知
ら
せ

学
校
給
食
費
の
無
償
化

　

近
年
の
物
価
高
騰
な
ど
の
影
響

を
受
け
て
い
る
子
育
て
世
帯
の
支

援
と
し
て
、
市
内
の
小
中
・
義
務

教
育
学
校
の
児
童
生
徒
の
学
校
給

食
費
を
無
償
化
し
ま
す
。

■
対
象
／
桜
川
市
立
小
中
・
義
務

教
育
学
校
の
児
童
生
徒

■
無
償
と
す
る
期
間

・��

桜
川
市
立
小
学
校
お
よ
び
義
務

教
育
学
校
前
期
課
程
の
児
童
／

令
和
８
年
４
月
以
降
継
続

・�

桜
川
市
立
中
学
校
お
よ
び
義
務

教
育
学
校
後
期
課
程
の
生
徒
／

４
月
1
日
（
水
）
～
令
和
９
年

３
月
31
日
（
水
）
の
一
年
間

■
そ
の
他
／
無
償
化
に
伴
う
手
続

き
は
不
要

■
問
合
先
／
桜
川
市
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
２
９
６‐
58‐

８
３
１
０
）

●

●

●

●

●

「
結
婚
お
祝
い
金
」�

�
�

申
請
漏
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

結
婚
し
て
新
生
活
を
始
め
る
方

に
、
お
祝
い
金
と
し
て
夫
婦
１
組

に
つ
き
10
万
円
を
支
給
し
て
い
ま

す
。
婚
姻
届
を
受
理
さ
れ
て
か
ら

1
年
以
内
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ

分
の
１
以
内
（
上
限
30
万
円
）

石
材
業
に
携
わ
る�

�
�

技
術
者
の
育
成
補
助

　

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
石
材

事
業
者
が
雇
用
す
る
者
ま
た
は
石

材
加
工
に
関
す
る
業
務
を
行
う
者

に
対
し
て
実
施
す
る
育
成
事
業
に

か
か
っ
た
経
費
や
技
能
検
定
の
受

験
料
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
経
費
／
石
材
業
に
携

わ
る
技
術
者
の
育
成
を
目
的
と
し

た
技
能
講
習
に
参
加
す
る
た
め
の

受
講
料
や
職
業
能
力
開
発
促
進
法

に
基
づ
く
技
能
検
定
の
受
験
料

■
補
助
額

・�

技
能
講
習
に
参
加
す
る
た
め
の

受
講
料
に
つ
い
て
は
補
助
対
象

経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限

１
人
あ
た
り
５
万
円
）

・�

技
能
検
定
の
受
験
料
に
つ
い
て

は
補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内

共
通
事
項

■
申
込
方
法
／
所
定
の
様
式
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
持
参
ま
た

は
郵
送

■
そ
の
他
／
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
商
工
観
光

課
（
〒
３
０
０‐４
４
9
５ 

桜

川
市
真
壁
町
飯
塚
９
１
１ 

☎

０
２
９
６‐55‐１
１
５
９
直

令
和
８
年
度 

人
間
ド
ッ
ク�

�
�

健
診
費
助
成
受
付
開
始

国
民
健
康
保
険

■
定
員
・
助
成
額

▼
人
間
ド
ッ
ク
／
６
３
０
人
・

２
万
円

▼
脳
併
用
ド
ッ
ク
／
１
４
０
人
・

４
万
円

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

■
定
員
・
助
成
額

▼
人
間
ド
ッ
ク
／
２
４
０
人
・

２
万
円

▼
脳
併
用
ド
ッ
ク
／
40
人
・
４
万

円共
通
事
項

■
申
込
期
間

・�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
郵
送
／
４

月
７
日
（
火
）
～
17
日
（
金
）

・�

窓
口
申
請
／
４
月
８
（
水
）
～

17
日
（
金
）

■
そ
の
他
／
詳
細
は
、

「
令
和
８
年
度
健
診
の

お
知
ら
せ
」
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
国
保
年
金
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
２
５
直

通
）

●

●

●

●

●

下
水
道
使
用
料
の
減
免
申
請

　

下
水
道
使
用
料
（
農
業
集
落
排

水
・
市
設
置
型
浄
化
槽
・
公
共
下

い
。

■
そ
の
他
／
詳
細
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
生
活
環
境
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代

表
）

●

●

●

●

●

商
工
労
働
に
係
る
補
助
制
度

地
域
特
産
品
の
開
発
支
援
補
助

　

市
内
で
生
産
さ
れ
る
原
材
料
を

加
工
し
た
商
品
や
、
市
内
で
製
造

ま
た
は
加
工
さ
れ
る
商
品
を
新
た

に
開
発
・
改
良
す
る
た
め
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
経
費
／
新
た
な
地
域

特
産
品
の
開
発
や
、
既
存
の
地
域

特
産
品
を
改
良
す
る
た
め
に
要
す

る
経
費
な
ど

■
補
助
額
／
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
以
内
（
上
限
50
万
円
）

展
示
会
・
物
産
展
な
ど
の�

�
�

出
展
補
助

　

市
内
の
企
業
・
団
体
な
ど
の
販

路
拡
大
と
、
地
場
産
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
展
示
会
や
物
産
展
な

ど
に
出
展
す
る
費
用
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。

■
補
助
対
象
経
費
／
出
展
小
間

料
、
展
示
小
間
の
装
飾
費
、
展
示

品
の
輸
送
費
な
ど

■
補
助
額
／
補
助
対
象
経
費
の
２

通
）

●

●

●

●

●

令
和
8
年
経
済
セ
ン
サ
ス
‐

活
動
調
査

　

総
務
省
と
経
済
産
業
省
は
、
令

和
8
年
6
月
1
日
時
点
で
「
経
済

セ
ン
サ
ス‐活
動
調
査
」
を
実
施

し
ま
す
。
全
国
す
べ
て
の
事
業
所

お
よ
び
企
業
が
対
象
で
す
。

　

調
査
の
結
果
は
、
経
営
支
援
制

度
や
各
種
補
助
金
の
検
討
材
料
に

な
る
ほ
か
、
民
間
の
新
規
店
舗
出

店
計
画
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
ま

す
。

　

4
月
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答

用
の
調
査
書
類
が
郵
送
さ
れ
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
未
回
答
の
事
業
所
や

新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
に
は
、

5
月
に
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
、

調
査
書
類
を
配
付
い
た
し
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
回
答
い
た

だ
く
か
、
紙
の
調
査
票
を
調
査
員

へ
提
出
ま
た
は
市
に
郵
送
し
て
く

だ
さ
い
。

　

皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※�

調
査
員
は
必
ず
「
調
査
員
証
」

を
携
帯
し
て
お
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
企
画
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）
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介護・リハビリの
ご相談や見学0296-73-6965

土曜・祝日も営業
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・通所介護（ 3時間・1日・送迎あり）
・居宅介護支援（ケアマネージャー）
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国道50号沿い 茨城トヨタさんとなり

市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」

市
長
と
語
ろ
う
！�

�

「
市
民
の
日
」
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市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に

反
映
す
る
た
め
に
、
市
長
と
お
話

し
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
話
題
は
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

　

な
お
、
市
長
は
職
務
上
、
急
な

用
務
が
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
そ
の
場
合
は
副
市
長
な
ど
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
数
で
も
前
日
ま
で
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
4
月
13
日
（
月
）
９
時

～
12
時
（
最
終
受
付
11
時
30
分
）

■
会
場
／
市
役
所 

真
壁
庁
舎

■
問
合
先
／
秘
書
広
報
課
（
☎
58

‐５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）

●

●

●

●

●

納
期
限
／
４
月
30
日（
木
）

固
定
資
産
税�

1
期

国
民
健
康
保
険
税�

随
時

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料�

随
時

介
護
保
険
料
1
期（
暫
定
）�

随
時

　
税
・
保
険
料
は
納
期
限
内
に
納
め

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
納
め
忘
れ
が
な
く
簡
単
で

便
利
な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

４
月
納
期
の�

�

税
・
保
険
料

は
、
原
則
そ
の
施
設
の
設
置
者

や
里
親
な
ど
に
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
月
／
偶
数
月
の
10
日
（
そ

れ
ぞ
れ
支
給
月
の
前
月
ま
で
の
２

か
月
分
を
支
給
）

児
童
扶
養
手
当

■
支
給
対
象
／
父
母
の
離
婚
な
ど

に
よ
り
父
ま
た
は
母
と
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
な
い
児
童
を
養
育
し

て
い
る
場
合
や
、
父
ま
た
は
母
が

心
身
に
障
が
い
が
あ
る
場
合
に
そ

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま
た

は
母
、
も
し
く
は
養
育
者

※�

児
童
が
18
歳
に
達
し
た
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
が
対
象
で
、
児

童
が
政
令
で
定
め
る
障
が
い
を

有
す
る
場
合
、
児
童
が
20
歳
に

達
す
る
ま
で
支
給
さ
れ
ま
す
。

※�

公
的
年
金
な
ど
が
受
給
で
き
る

場
合
は
、
児
童
扶
養
手
当
額
の

全
部
ま
た
は
一
部
を
受
給
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
年
金
額
が
児
童

扶
養
手
当
よ
り
低
い
場
合
は
、

差
額
分
を
児
童
扶
養
手
当
と
し

て
支
給
し
ま
す
。

■
支
給
月
／
奇
数
月
の
11
日
（
そ

れ
ぞ
れ
支
給
月
の
前
月
ま
で
の
２

か
月
分
を
支
給
）

共
通
事
項

■
申
請
に
必
要
な
も
の
／
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
の
わ
か
る
も
の
、
通
帳
、

戸
籍
謄
本
な
ど

■
申
請
先
／
児
童
福
祉
課
（
岩
瀬

庁
舎
）、
総
合
窓
口
課
（
大
和
・

真
壁
庁
舎
）

■
そ
の
他
／
詳
細
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

児童手当

児童扶養手当

■
問
合
先
／
児
童
福
祉
課
（
☎

０
２
９
６‐75‐３
１
５
６
直

通
）

無
料
相
談

行
政
書
士
無
料
相
談
会

■
日
時
／
４
月
11
（
土
）
９
時
～

15
時
（
９
時
受
付
開
始
）

■
会
場
／
桜
川
市
総
合
運
動
公
園

（
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
会
場
内
）

■
相
談
内
容
／
建
設
業
や
飲
食
店

な
ど
の
営
業
許
可
、
農
地
転
用
や

開
発
行
為
な
ど
の
許
可
申
請
に
関

す
る
相
談
、
遺
産
分
割
協
議
書
作

成
な
ど
相
続
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他
／
雨
天
時
は
、
12
日

（
日
）
に
順
延
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
先
／
桜
川
市
行
政
書
士
連

絡
会
事
務
局
（
☎
０
２
９
６‐76

‐５
１
６
２
）

行
政
相
談
の
年
間
予
定

　

困
り
ご
と
や
苦
情
、
意
見
・
要

望
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
行
政
相
談
委
員
が
、

皆
さ
ま
の
声
を
行
政
に
お
届
け
す

る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　

相
談
料
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳

守
さ
れ
ま
す
。

■
日
程
・
会
場

会　場 日　程（13時 30 分～ 15 時）

岩瀬福祉センター 7月7日（火）、	 10月7日（水）、
令和 9年 1月7日（木）

大和ふれあいセンター	
「シトラス」

5月7日（木）、	 8月12日（水） 、	
11月10日（火）、	令和 9年 2月9日（火）

真壁福祉センター 6月8日（月）、	 9月7日（月）、	
12月7日（月）、	 令和 9年 3月8日（月）

※�

中
止
や
延
期
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先
／
総
務
課
（
☎
58‐

５
１
１
１
・
75‐３
１
１
１
代
表
）
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短
　
歌

【
岩
瀬
短
歌
会
】

い
つ
の
日
か
宇
宙
に
帰
る
我
が
身
な
り
欲
望
捨

て
て
自
然
に
生
き
む�

兒
玉 

廣
子

白
菜
に
天
道
虫
が
冬
籠
り
気
づ
か
ず
剝
せ
ば
生

き
生
き
と
飛
ぶ�

大
関 
登
志
子

三み
と
せ年

へ
て
実
生
よ
り
育
ち
し
花
桃
の
今
年
の
咲

分
け
楽
し
み
に
待
つ�

瀧
井 

幸
子

デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
行
け
な
い
齢
な
り 

ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り
自
分
を
生
き
る

�

川
崎 

邦
子

バ
デ
バ
デ
の
ば
ん
馬
の
如
く
走
り
た
る
そ
の
日

か
ら
僕
は
「
バ
デ
さ
ん
」
と
呼
ば
る�

瀧
田 

勇

遅
咲
き
の
父
母
の
も
と
に
生
れ
き
て
愛
の
深
さ

も
確
執
も
見
き�

小
林 

美
瑳
子

誕
辰
に
次
男
坊
か
ら
電
話
あ
り
孫
等
が
成
人
す

る
ま
で
生
き
て
と�

鈴
木 

英
雄

裏
辻
の
蕾
多さ

わ

な
る
山
茶
花
の
健
気
な
生
に
し
ば

し
向
き
合
う�

久
保 

悦
子

霧
深
く
視
界
の
悪
き
朝
戸
出
は
早
目
に
出
よ
と

子
ら
に
声
掛
く�

雨
谷 

友
子

突
然
に
教
え
子
達
か
ら
長
電
話
六
十
年
目
の
カ

プ
セ
ル
開
く
ご
と�

泉 

三
郎

ピ
ー
マ
ン
で
ビ
タ
ミ
ン
不
足
を
補
ふ
と
雪
深
き

酸
ヶ
湯
の
男お

と
こ
し衆
は
言
ふ�

広
澤 

日
出
子

泣
き
笑
い
共
に
生
き
き
し
五
十
年
子
等
か
ら
贈

ら
る
伊
勢
志
摩
の
旅�

仁
平 

千
代

顔
見
知
り
と
ば
っ
た
り
会
っ
て
も
名
が
出
な
い

あ
い
づ
ち
打
ち
つ
つ
そ
の
場
を
し
の
ぐ

�

渡
辺 

し
な
子

衣
に
食
に
週
に
一
度
の
生
協
は
五
十
余
年
を
支

え
く
れ
た
り�

浜
野
和 

操

新
し
く
着
物
誂
え
初
釜
を
待
つ
と
ス
マ
ホ
に
友

は
言
い
く
る�

大
久
保 

富
美
江

　
俳
　
句

【
茂
山
俳
句
会
】
※
兼
題
「
雨
水
」「
公
魚
」
テ
ー

マ
句
「
明
」
ほ
か
当
季
雑
詠

公
魚
よ
富
士
山
の
雪
い
つ
解
く
る�

宮
本 

立
夫

東
風
吹
か
ば
波
の
謡
曲
桜
川�

金
子 

弘
毅

か
た
く
り
の
群
れ
咲
く
筑や

ま波
の
登
山
道

�
酒
寄 

誠

酒
粕
の
わ
き
立
つ
匂
ひ
し
も
つ
か
れ

�

深
谷 

誠
一

針
供
養
明
る
く
和
む
古
き
友�

海
老
沢 

幸
子

田
荘
の
土
の
ふ
く
ら
む
雨
水
か
な

�

渡
部 

千
恵
子

診
断
は
尤
も
ら
し
げ
の
春
の
風
邪

�

相
田 

ひ
ろ
し

春
時
雨
遠
く
の
空
の
明
る
さ
よ�

植
竹 

ふ
み

筑
波
野
の
尻
尾
現
は
す
雨
水
か
な

�

海
老
沢 

静
夫

草
萌
や
慣
れ
ぬ
草
履
の
ぱ
た
ぱ
た
と

�

君
島 

真
理
子

【
一
般
投
稿
】

傘
寿
や
望
み
を
立
て
て
学
び
け
り�

長
堀 

芳
江

園え
ん

服ぷ
く

の
ケ
チ
ャ
ッ
プ
の
染し

み
に
木こ

の
芽め

風か
ぜ

�

小
林 

衛
子

投
票
日
大
雪
と
な
り
出
足
に
ぶ�

佐
都
志

節
分
に
幼
き
子
等
と
菓
子
を
ま
く�

登
美
子

夢
叶
う
正
装
姿
で
豆
を
ま
く�

比
呂
子

む
く
む
く
と
大
地
搔
き
分
け
水
仙
花

�

浅
賀 

順
子

　
俚
　
謡

【
さ
く
ら
俚
謡
会
】

元
気
早
苗
を
早
植
え
育
て
秋
に
ゃ
豊
作
盛
る
国

�

山
も
み
じ

差
の
あ
る
暮
ら
し
は
フ
ト
コ
ロ
だ
け
で
春
の
陽

満
遍
な
く
満
ち
る�

花
野
し
げ
る

何
の
こ
と
や
ら
お
い
ら
の
こ
と
を
シ
ュ
ッ
と
し

て
い
る
醤
油
顔�

み
ー
ち
ゃ
ん

祖
父
の
期
待
を
背
負
っ
た
孫
が
遊
び
投
げ
出
す

ラ
ン
ド
セ
ル�

田
哲
人



　

２
月
21
日
に
、
真
壁
地
区
内
で

大
塚
市
長
や
市
議
会
議
員
、
市
幹

部
が
、
真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
に
訪

れ
た
方
々
を
お
出
迎
え
し
ま
し

た
。

　

今
年
で
22
回
目
を
迎
え
た
真
壁

の
ひ
な
ま
つ
り
に
は
、
約
６
万
５

千
人
が
訪
れ
、
真
壁
地
区
内
の
各

所
の
ひ
な
飾
り
な
ど
を
見
て
回

り
、
各
所
で
飲
食
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　

１
人
で
も
多
く
の
方
に
桜
川
市

を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
市
の
法

被
姿
で
、
来
訪
者
に
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
を
手
渡
し
、
市
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

この広報紙は､ 環境保護のために
古紙配合率100％の再生紙と植物
性大豆油インキを使用しています
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相続相談受付中
LINEからもご予約いただけます完全予約制です

泉
孝
子
さ
ん
が

民
間
自
治
功
労
者
表
彰
を

�

受
賞

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
で

真
壁
の
ひ
な
ま
つ
り
で

　
大
塚
市
長
・

　
大
塚
市
長
・

　
市
議
会
議
員
・
市
職
員
が

　
市
議
会
議
員
・
市
職
員
が

��

来
訪
者

来
訪
者
を
お
を
お
出
迎
出
迎
ええ

民間自治功労賞者表彰を受賞した泉
さん（右）と大塚市長（左）

来訪者に観光パンフレットなどを手渡す大塚市長

　

２
月
24
日
に
市
役
所
大
和
庁
舎

で
茨
城
県
市
長
会
民
間
自
治
功
労

者
表
彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
、
泉

い
ず
み

孝た
か
こ子
さ
ん
（
真
壁
町
羽
鳥
地
区
）

に
大
塚
市
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達

さ
れ
ま
し
た
。

　

泉
さ
ん
は
、
平
成
25
年
か
ら
市

選
挙
管
理
委
員
を
務
め
、
令
和
３

年
か
ら
令
和
７
年
ま
で
市
選
挙
管

理
委
員
長
に
就
任
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
選
挙
人
や
事
務
従
事
者
の
安

全
確
保
と
感
染
防
止
に
取
り
組

み
、
自
治
振
興
の
発
展
に
尽
力
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
氏
は
「
こ
の
よ
う
な
名
誉
あ

る
賞
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
も
多
く
の

皆
様
の
ご
指
導
と
ご
支
援
の
お
か

げ
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
受

賞
の
喜
び
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
用

い
て
業
務
や
組
織
な
ど
の
仕
組
み

を
変
革
す
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の

推
進
を
目
的
と
し
た
職
員
向
け
研

修
を
実
施
し
、
そ
の
成
果
発
表
会

を
２
月
12
日
に
開
催
し
ま
し
た
。　

本
研
修
は
、
株
式
会
社
常
陽
産
業

研
究
所
（
大お

お
も
り森
範の

り
ひ
さ久
社
長
）
お
よ

び
株
式
会
社
ガ
バ
メ
イ
ツ
（
田た

な
か中

芙ふ

ゆ優
代
表
取
締
役
）
の
協
力
の
も

と
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む

地
域
課
題
を
背
景
に
、
業
務
の
効

率
化
や
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
市
民
の
皆

さ
ま
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
、

令
和
７
年
８
月
か
ら
令
和
８
年
２

月
に
か
け
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

成
果
発
表
会
で
は
、
研
修
概
要

の
説
明
の
ほ
か
、
代
表
し
て
総
務

課
と
児
童
福
祉
課
の
職
員
か
ら
成

果
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

保
育
施
設
の
入
所
申
し
込
み
や

区
長
な
ど
へ
の
報
酬
等
支
払
業
務

の
改
善
案
が
発
表
さ
れ
た
ほ
か
、

他
部
署
の
業
務
に
お
い
て
も
、
研

修
を
通
じ
て
実
際
に
改
善
さ
れ
た

事
例
な
ど
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
で
は
、
今
後
も
職
員
研
修

な
ど
を
通
じ
て
庁
内
業
務
の
Ｄ
Ｘ

化
を
推
進
し
、
業
務
効
率
化
や
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

研修成果を発表する職員

講評を述べる大森社長

�
■
問
合
先
／
職
員
課
（
☎
58-

５
１
１
１
・
75-

３
１
１
１
代
表
）

�
Ｄ
Ｘ
研
修
成
果
発
表
会
を
開
催

業
務
効
率
化
と
利
便
性
向
上
を
目
指
し
て
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